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光線路
支援
システム

通信用
保守監視
システム

アクセス系光線路支援システム
（AURORA）

中継系光線路支援システム
（FITAS）

所内光配線マネジメントシステム

通信ケーブル保守機器

遠隔ガス圧監視機器

無線用保守機器

産業用機器
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営業・管理部門 品質管理部門

技術・開発部門 製造技術部門

c o m m u n i c a t i o n

n e t w o r k

s y s t e m

タブレットホルダー

路側情報伝送装置新規製品

I Pネットワークの拡大や光ファイバー網の整備など、大容量化を続ける通信ネットワークは、

暮らしを支える第4のライフラインとして社会的重要性をますます高めています。

進化したネットワークは、高速インターネットやI P電話、F T THによるコンテンツ配信など、

今までにない高度で楽しいサービスを次々と実現し、

2 1世紀にふさわしい快適な通信環境を、いよいよ現実のものとしています。

通信回線の保守管理システムにおいて8 0余年の実績をもつスズキ技研は、

定評あるメタル回線保守の技と、磨きあげた光通信回線の技術力で

こうした〈高度情報ネットワーク社会〉の構築へ大きく貢献。

つねに未来を見据え、“つなぐ”テクノロジーの分野で、社会の豊かな発展を支えています。
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輝きを増す“光”の時代へ。
“つなぐ”テクノロジーを通じ
顧客の価値創造と社会に貢献します。

P r o p  t h e  N e x t  C o m m u n i c a t i o n

スズキ技研は、1933年の創業以来、通信ケーブルの保守システム、
光アクセスネットワーク用部品・機器、保守サービスをご提供し、社会に貢献して参りました。
情報通信の分野では、ビッグデータやＡＩ、5ＧなどのＩＣＴ技術によって様々な社会的課題の
解決が求められており、それを陰で支える情報通信インフラの役割は、益々重要になっています。
当社は、フジクラグループの一員として、“つなぐ”テクノロジーを通じ、
これからも顧客の価値創造と社会に貢献して参ります。
特に、工夫先行の創業精神をもって固有技術の向上と自己の研鑽に励むとともに、
顧客や社会の変化に対応した新たな製品やソリューションを開発し提供していく所存です。

今後とも、皆様の格別のご指導、お引き立てを賜りますようお願い申し上げます。

社長挨拶

代表取締役社長

 半谷　延之



浸水検知モジュール

光線路支援システム

高度情報ネットワーク社会の大動脈、光通信回線の信頼性を高めます。
大容量通信を可能とし、通信媒体の主役となった光ファイバーケーブル。

スズキ技研では、その通信品質と信頼性を高めるため高度な光線路支援システムによる保守・管理技術を提供しています。

アクセス系の光線路保守支援システム〈AUROR A〉と、中継系の光線路切替試験システム〈F I TAS〉、

さらに所内光配線マネジメントシステムで障害を未然に防ぎ、光ファイバーネットワークの信頼性を支えています。

A U R O R A :  A u t o m a t i c  O p t i c a l  F i b e r  O p e r a t i o n s  S u p p o r t  S y s t e m

F I TA S  :  F i b e r  Tr a n s f e r  A n d  Te s t  S y s t e m

光線路保守支援システム
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光線路支援システム  関連製品

浸水検知モジュール
光ファイバケーブルの接続部に使用されます。

水が接続部に侵入すると、内部のファイバに曲げが生じ
ファイバの光損失が増加し、浸水を検知できます。

心線選択装置（FS）
光線路保守支援システムを構成する光ファイバ突合型の光スイッチです。

試験制御部からの指示により接続された光ケーブルの
任意の光ファイバ心線を選択できます。

光分岐モジュール
光線路監視システムにおいて、

光通信回線に対して試験光の挿入および取り出しを行います。

光スルーユニット
成端された光ファイバケーブルの光ファイバ心線と
局内の光ファイバ心線とを接続するものです。

外被把持ターミネーション
インドア光ファイバ等の先端に、容易に取り付け可能で
試験光遮断機能を有したプラグ型のコネクタです。

ターミネーションピグテール／ターミネーションケーブル／ターミネーションコード
ユーザ端末等の近傍に設置し、通信回線に挿入された測定用の試験光を遮断する波長選択機能を有し

通信回線が試験光の影響を受けないようにします。

光線路保守支援システム

（AUROR A）

光線路切替試験システム

（F ITAS）

4分岐、8分岐スプリッタモジュール／所外用光スプリッタ／光スプリッタ
入力された光信号を複数の光ファイバに分岐するものであり、また、
複数の光ファイバから入力された光信号を結合するものです。
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心線選択装置（IDM-FS）
高密度実装された1000心収容の光ファイバ突合型の光スイッチです。

試験制御部からの指示により接続された光ケーブルの
任意の光ファイバ心線を選択できます。

光カプラユニット
IDM架「A」に搭載されるノンフィルタタイプの光カプラユニットで
インサービス状態での試験アクセスを可能にするものです。

OTM2基本
サーバからの指示により架の選択、光試験を行い、

試験結果をサーバへ転送します。

光ファイバ変換心線
主にユーザ側に引き込まれた多心回線を単心に分割、

コネクタ種類の変換を行う分岐コードです。
4MTコネクタからＳＣコネクタ、1ＭＴコネクタ、
2MPOコネクタ等への変換ができます。

Uリンク
光の通話用心線の端末（ＰＤ内）折り返しに用いられる心線接続用品です。

各種光コネクタ
ＳＣコネクタ、ＦＣコネクタ、ＭUコネクタ、ＭＴコネクタ等
ご指定に応じたコネクタの取り付けが可能です。

基板型フィルタ
主に光通信回線に挿入された試験光を

遮断するために使用される
波長選択機能を有した
光ファイバテープ心線です。

光線路監視システム
光線路の試験および判定を行う

試験装置と試験結果を統合的に管理、
試験装置を遠隔から制御できる
管理装置から構成されます。
光線路の遠隔監視、遠隔試験、

センサと組み合わせた監視業務を行います。

保守用心線分岐接続用品
4MTコネクタ3個と光ファイバテープおよび
心線収納用品から構成されており、

加入者光ファイバケーブルの分岐点における
保守用心線のコネクタ接続用に使用するものです。

ハンディOTDR  OFL120
OFL120は、光ファイバ線路の断線や曲げ損失箇所などの

故障点を簡易的に検出できる装置です。
小型、軽量で持ち運びに便利で、初めての方でも簡単に

操作することができます。

所内光配線マネジメントシステム

その他光製品

光線路支援システム  関連製品
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ネットワーク社会に貢献するという使命感と満足感が、
活気ある社風を育んでいます。

つねに通信ネットワークという最先端技術に挑んできたスズキ技研には、

70余年の伝統が育んだ品格と、柔軟なチャレンジング・スピリットが同居した

豊かな企業文化が根づいています。

社会に貢献する責任感と充足感が社内全体に溢れています。

製造技術部門

技術・開発部門

営業・管理部門

お客様の要求を的確に調査・分析。
製品化に向け、開発・設計・製造部門のスタッフと共に
あらゆるシーンで活動を行っています。
さらに、コンサルタントとしてのスタンスも有しています。

スズキ技研のコア・コンピタンスである
通信ネットワークのテクノロジーは、
まさにここから生まれてきます。
戦略上の大きなポジションに位置付けられる
技術・開発部門では、
独創性の高い製品が開発されていきます。

品質管理部門

スズキ技研の製品は、
つねに高品質、高信頼性を要求されます。
私たちは、お客様の満足を第一に考え、
充実した品質管理システムを構築し、
品質の維持向上に万全を期しています。

一人ひとりのスキルの高さと、
生産技術・生産管理の徹底追求が
製品の高品位のクオリティを約束します。
また、多様で高度な
ニーズへの対応を可能としています。

T O T A L

P R O D U C T

S Y S T E M

［生産体制］
情報ネットワークを支える高品質・高信頼性の製品は、
スズキ技研の一貫生産体制から生まれてきます。
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［企業活動］
スズキ技研は、情報社会を支える一員として品質の維持向上、環境保全、改善活動を通して、社会に貢献したいと考えています。

■

  ■

 ■

  ■

■

  ■

  ■

■

人材育成

新入社員教育

新入社員研修として、事業概要等の説明、社会人としての心得（マナー）をはじめ基本的な知識を習得するためのオリエン

テーションを実施します。研修後、当社の要である製造現場で物作りの原点を学びその他基本的な業務知識を体得して

いきます。

社内研修

全従業員を対象に社内研修を行っています。社内の他部門との交流を深め、社員相互のコミュニケーションと共通の知識

を身につけることを主たる目的にしており、研修を通して自らの立場でどう行動するかなど、業務に対する意識の高揚を

図っています。

専門技術教育

社員の成長は企業の成長につながると考えている当社では、配属後OJTを通して仕事を学びます。各人の習熟度に応じて、より

専門的な技術・知識の習得、スキルアップを目指した様々な外部講座を受講することができます。また、自己啓発として公的資格

取得や通信教育にも積極的に取り組んでもらえるようにしています。

品質向上活動

ISO9001認証取得

『すべてはお客様が満足する品質のために』私たちが常に目標にあげているテーマです。その思いを継続するために、

1997年にISO9001の認証を取得しました。従業員一人ひとりが品質第一の考え方を持って行動し、お客様の要求に応える

べく、品質向上に向けさらなる挑戦を続けています。

G-SPS活動

各部門でチームを編成し、部門間の隔たりなく共通の目的すなわち品質や作業環境面など

さまざまな問題を取り上げ、チーム全員で話し合い解決することで社内の連携を強め、

Q・C・D・Sに対する意識の高揚を図っています。

環境保全活動

環境型社会づくりに貢献するため、2000年にISO14001認証取得。『自然環境との調和と地域社会との共生を大切に

します』をスローガンに、全従業員が環境保全活動に務めています。省エネルギーの推進、廃棄物の削減とリサイクル、

有害物質の使用量の削減等、各部門がそれぞれ地球環境を保護するために最大限努力を尽くしています。
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